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ソビエトのA．M．Oboukhovさんのこと

井　上　栄　一＊

　ソ連のA．M．Oboukhov（オブホフ）という人の名前

を知っている今の気象学会員はどれ位いるであろうか？

彼は亡くなったA．N．Kolmogoroffとともに数十年前

に新しい流体の乱流理論を打ちたてて1950年ころの私た

ち日本の乱流研究者をあっと云わせたものである．

　そのオブホフが亡くなったという噂を私は今年（1990）

の春にきいた．私と彼とは古いつきあいである．そこ

で想い出話を書きたいと思って彼の友人であるA・S．

Monin（Mowcowの海洋研究所長）にきいても返事が
ない．

幸いにも私にはかつての同僚のお茶の水女子大の内島善

兵衛教授がいて彼はソ連科学界にくわしい．彼からの便

略　歴

りを元にしてようやくこの想い出話が書けるようになっ

た．

　噂の通りオブホフは1989年12月3目に亡くなったとい
う．

　私の想い出話を書く前に，内島さんに教わった彼の略

歴をそのままお伝えしよう．

　オブホフさんの卦報をきく前に内島さんから彼の論文

集が出たということを教えてもらっていたのでそれも一

緒につけ加えておく．

アレクサンドル　ミ7アイロビッチオブホフ

1918年5月5日　サラトフの農家に生まれる

1934年　　　　　サラトフ気象観測所に勤務

　　　　　　　　〔1934年5月旱ばつ期の大気混濁度

　　　　　　　　について〕論文発表（旱ばつと乾熱

　　　　　　　　風に関する中央研究所報告，1936）

1935年　サラトフ大学へ入学遺

　　　　確率ベクトルの相関理論を研究

1939年　コルモゴ・フの推薦でモスクワ国立大学の統

　　　　計力学数学部へ入部

1940年　科学アカデミーの理論地球物理研究所（ITG）

　　　　で研究開始

1947年　く連続場の統計的記述＞で学位を受く

1953年　ソ連科学アカデミーの通信会員

1956年　ソ連科学アカデミーの大気物理研究所の常任

　　　　所長に就任

1970年　ソ連科学アカデミー会員

1963－67年間にアメリカの地理学連合会員，アメリカ

　　　　気象学会の国際会員，その他の外国会員に任

　　　　命さる．

1989年12月3日　死去

＊東京都世田谷区玉川田園調布2丁目1－14
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4．気象力学

　xvii．地衡風の問題について

、天気”38．1．



　写真1　1958年Oxlbrdでの会合で講演中のオブホ
　　　　　フ．（筆者撮影）

　　xviii．数値予報時における場の移流的変化の予測性

　　　　　の精度について

　　　1XX・大気の小振動と気象場の適応

　　　xx．薄層流の力学についこ

　　　XX1．大気過程の断熱的不変性

　　xxii．天候と乱れ

　　XX111・ポテンシャル渦について

　5．流体力学的タイプの理論と応用

　　XXIV．流体力学的タイプのシステム内の積分不変性

　　XXV・大気力学方程式の若干の一般的特徴

　　xxvi・対流と乱流内の非線型相互関係の単独モデル

　　　　　について

　xxvii．非圧縮液体内の3モード相互作用

　XXl1X．対称でハミルトニァンな：系について

　　XXIX．コルモゴ・フ理論とその室内でのモデル化

　　　　　コメント

　　　　i．気…象場の確率的記述に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　A．M．Yaglom

　　　ii．乱流理論に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　A．M．Yaglom

　　　iii．乱流環境内での波の広がり理論に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　V・1・Tatarsky

　　　lv．気象力学に関する研究

　　　　　　　F．V．Dolzhansky，M。V．Kurgansky

　　　v．流体力学タイプのシステムの理論と応用に関

　　　　　する研究

　　　　　　　　　　　　　　　EV．Dolzhansky

　私がオブホフの名前を初めて知ったのは1947年のころ

であり，その論文（ソ連語）の英訳をG．K．Batchelor

さんから送って貰ったのはそれから2～3年あとのこと

だったと思う．彼の略歴を見ても彼が気象学を勉強して

1991年1月

73

写真2 1958年Oxfbrdでの会合．前列の左端に，
パチエラーとサットンとカンペ・ド・フェ

リエとモニン，オブホフと一人おいてテイ

ラー，シェパード，フレンキールさんたち
がいる．

いたことが判る．1941年の論文の中で彼の乱流論の結果

がLF・Richardsonの経験則（1926）である大気乱流拡

散係数がスケールの4／3乗に比例するということと一致

するということがちゃんと書いてあって私を喜ばせた．

　1958年Oxfbrdでのr大気乱流拡散と大気汚染」の会

合にでて私は初めてオブホフ，モニンとユーディンとい

うソ連の乱流研究者たちと顔見しりとなった．論文の著

者の顔を知るということは大切だと思ってここで2葉の

写真をのせた．

　それから後で4度ほどオブホフさんに会った．モスコ

ーの他にレニングラードや東京であった．1965年にモス

コーで開かれたr大気乱流と電波伝播」の会合の折には

メト戸ポールというホテルでのレセプションで私は歌い

彼はツウイストを踊った．2人ともまだ若かった．東京

で会ったのはAMTEXの会合の時ではなかっただろう
か？

　レニングラードで会ったのはGGOのベルリアンド主

催の大気汚染会議の時（1980）であり，アストリアとい

うホテルで彼と同宿した．オブホフはアカデミーの代表

として開会式にでただけであったが，私と二人でホテル

でウオッカを飲み話しといえば孫のことばかりであっ

た．私はお互いに年をとったものだと思った．

　とにかくオブホフは面白い男であった．のっそりとし

ていて私はしばしば海坊主のような男だなと思った．

　ここで一つ気になるのはモニンのことである．内島さ

んから知らせて貰ったオブホフの論文集の中にモニンの

名前がでていないし，オブホフについての私の質間にも

答えてくれなかった．いずれヤグロムさんにモニンの近

況をきいてみることにしよう．　　（1990年9月30日）
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